


























































































































































































































とどまっている（表４）。その22%のうちも 3 分の 1 が交通に関する危険が挙げられるなど、
自然災害に関して具体的な危険を見つけられていないことがわかった。つまり、自然災害に関
する意識はあるが、多くの学生が具体的に危険を見つけられていないということである。
一方で、新宿キャンパス周辺の災害環境とアンケート結果を照らし合わせてみると、新宿キ
ャンパス周辺では、妙正寺川の洪水や新宿キャンパス西側の崖の土砂崩れなどの災害が想定さ
れるが、洪水と土砂崩れともに通学時に遭遇する可能性があると回答しているのは、洪水が
132人、土砂崩れが22人と数少ない。新宿キャンパス西側の崖の土砂崩れは、中井駅を利用す
る学生が多く、西側の道を利用しない学生が多い可能性もある。しかし、妙正寺川の洪水につ
いては、中井駅を利用する学生が多く、妙正寺川沿いを通学に利用する学生も少なからずいる
ことから（表３）、目の前にある危険性に気づけていない可能性が示唆される。それに対して、
通学時に遭遇する可能性がある災害として、火災が比較的高く、危険と考える地点も踏切など
の交通に関する危険が多いことを考慮すると、自然災害と言うよりは人災の部類については想
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像ができる、あるいは実際に危険を目の当たりにしたことがあると考えられる。
ただし、危険だと考える地点は、洪水の危険に関する地点が最多であり、妙正寺川の危険性
について気づけている学生も少なくはない。しっかりと気を配って通学をすれば、気づける可
能性は十分にあるものと考えられる。
Ⅶ．おわりに
本研究では、目白大学新宿キャンパス周辺の災害環境について整理した後、目白大学新宿キ
ャンパスに通学する学生の通学時における災害に関する認識について調査をした。
新宿キャンパス周辺には、特に妙正寺川の洪水や新宿キャンパス西側の崖の土砂崩れといっ
た危険があることがわかった。
目白大学の学生の通学時における災害に関する認識としては、 1 年生に対してアンケート
調査を行った。その結果、通学時に多くの災害に遭遇する可能性があることを認識していなが
ら、具体的には危険な箇所を見つけられていないことがわかった。また、通学時に感じている
危険性は、自然災害以外に、交通に関する危険や火災といった人災に関わることの方が強い可
能性が示唆された。
ただし、全ての学生が自然災害の危険性を全く気づけていないわけではないため、意識して
通学を行えば気づくことは可能であると考えられる。しかし、意識し、気づくための情報は十
分に得られていない可能性が示唆される。例えば、目白大学のWebサイトでは、在校生の方
へとのことで、災害時の対応ページが設けられているが、災害発生時の対応と事前に確認して
おくこととして連絡手段が示されているだけで16）、災害に対する情報はない。例えば、新宿
区のハザードマップへのハイパーリンクを作ることや、具体的に各キャンパスの周辺で気をつ
けるべきポイントなどを記載することによって、学生に新しい気づきを与えることができるの
ではないかと考えられる。
いずれにせよ、目白大学の学生に関して災害に対する意識は少なからずあることがわかっ
た。この意識があるという状況を活かして、より多くの災害に対する危険に気づけるような技
能を身に付けられるようにしていくことができれば、通学時のみならず、災害大国日本で生き
ていく力となるのではないだろうか。
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